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七
月
八
日
、
最
高
裁
第
二
小
法
廷
古
田
佑
紀
裁
判
長
の
下
で
、
故

中
原
利
郎
医
師
の
遺
族
対
同
医
師
勤
務
先
病
院
の
民
事
訴
訟
の
和
解

が
成
立
。病
院
は
中
原
医
師
の
死
に
対
し
て
深
く
哀
悼
の
意
を
表
し
、

和
解
金
を
支
払
う
こ
と
と
な
っ
た
。
病
院
の
安
全
配
慮
義
務
違
反
を

認
め
な
い
東
京
高
裁
判
決
の
見
直
し
と
撤
回
を
求
め
、
遺
族
が
最
高

裁
に
上
告
受
理
申
立
を
行
っ
て
か
ら
一
年
半
。「
よ
り
よ
い
日
本
の
医

療
の
た
め
に
」
と
異
例
の
和
解
勧
告
を
行
っ
た
最
高
裁
の
意
向
に
沿

い
、
双
方
が
歩
み
寄
っ
た
結
果
が
本
日
の
和
解
成
立
で
あ
る
。
医
師

も
労
働
者
と
し
て
守
ら
れ
る
べ
き
と
実
名
を
明
か
し
て
司
法
に
訴
え
、

多
く
の
医
師
、
医
療
関
係
者
、
一
般
の
方
の
賛
同
を
得
た
遺
族
の
長

い
闘
い
は
、
こ
こ
に
終
了
し
た
。

弁
護
団
声
明
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声
明

弁
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声
明
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現
在
に
至
る
ま
で
、
中
原
利
郎

氏
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
約
十
一
年
、

遺
族
の
方
々
が
労
災
保
険
法
に
よ

る
遺
族
補
償
給
付
を
申
請
し
て
か

ら
約
九
年
の
月
日
が
経
過
し
て
参

り
ま
し
た
が
、
本
日
、
中
原
弁
護
団

は
、
最
高
裁
の
和
解
勧
告
に
よ
り
、

佼
成
病
院
に
対
す
る
損
害
賠
償
請

求
事
件
に
つ
い
て
、
佼
成
病
院
と

和
解
し
、
こ
れ
に
よ

り
、
中
原
利
郎
氏
に
か

か
る
法
的
請
求
は
全
て

終
了
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
最
高
裁
か
ら
、
よ
り

よ
い
医
療
の
実
現
の
た

め
に
は
、
本
件
は
和
解

に
よ
り
解
決
す
る
の
が

妥
当
で
あ
る
と
い
う
考

え
が
示
さ
れ
、
弁
護
団
も
そ
の
よ

う
な
最
高
裁
の
意
向
に
賛
同
し
た

こ
と
、
そ
し
て
和
解
の
前
提
と
し

て
、
病
院
側
が
、
中
原
利
郎
氏
の
死

亡
が
労
災
認
定
さ
れ
た
事
実
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
深
く
哀
悼
の
意

を
表
し
た
こ
と
、
弁
護
団
も
病
院

の
そ
の
よ
う
な
姿
勢
を
評
価
し
た

こ
と
か
ら
、
和
解
に
至
っ
た
次
第

で
あ
り
ま
す
。

　
本
件
は
和
解
を
も
っ
て
終
了
と

な
り
ま
し
た
が
、
現
在
も
、
医
師

不
足
や
医
師
の
過
重
労
働
が
社
会

問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
和
解

調
書
の
前
文
に
も
あ
り
ま
す
よ
う

に
、
医
師
自
身
は
も
ち
ろ
ん
、
国

民
の
健
康
と
幸
福
を
守
る
た
め

に
、
日
本
全
体
の
医
師
不
足
の
改

善
や
医
師
の
過
重
労
働
の
改
善
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
、
改

め
て
皆
さ
ん
に

理
解
し
て
い
た

だ
き
、よ
り
よ
い

医
療
の
実
現
に

向
け
て
協
力
し

て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、 

長
い

期
間
に
亘
り
、労

災
認
定
と
よ
り

よ
い
医
療
の
実
現
を
目
指
し
て
精

力
的
に
活
動
し
て
こ
ら
れ
た
、
中

原
の
り
子
さ
ん
を
は
じ
め
、
ご
家

族
の
皆
様
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で

し
た
。
そ
し
て
、
中
原
の
り
子
さ

ん
や
ご
家
族
、
我
々
弁
護
団
の
活

動
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
支
援
の

会
の
皆
様
、
関
係
者
の
方
々
に
、

深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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　原告は小児科医の過重な勤務条件の改善と、
労働基準法等の法規を遵守した職場の確立、医
師の心身の健康が守られる保健体制の整備を希
求して訴訟を提起したのに対し、相手方病院
は、死亡の具体的原因を発見し、防止措置を執
ることは容易ではなかったという立場で対応。
裁判所は、我が国におけるより良い医療を実現
する観点から、双方に和解による解決を勧告し
た。
　当事者双方は、中原医師の勤務状況を改めて
確認するとともに、医師不足や医師の過重負担
を生じさせないことが国民の健康を守るために
不可欠であることを相互に確認し以下の内容で
和解し、本件訴訟を終了させる。

１　相手方は、中原医師の死亡が新宿労働基準
監督署長により労災認定された事実を真摯に受
け止め、同医師の死亡に深く哀悼の意を表す
る。
２　相手方は、申立人らに対し、本件和解金と
して、合計金700万円を支払う
３～６　略
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本
日
の
和
解
成
立
に
あ
た
り
、

「
支
援
す
る
会
」
は
遺
族
の
決
断
を

全
面
的
に
支
持
致
し
ま
す
。

　
十
一
年
前
、「
小
児
科
医
は
天

職
」
と
言
い
切
っ
た
中
原
医
師
が
、

過
重
労
働
か
ら
自
死
に
追
い
込
ま

れ
た
当
初
は
、
労
災
で
あ
る
こ
と

さ
え
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

医
師
の
過
重
労
働
は
、
世
間
で
は

殆
ど
認
知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の

で
す
。
遺
族
が
労
災
認
定
を
求
め

る
訴
訟
を
起
こ
し
、
当
直
勤
務
の

実
態
や
、
過
酷
な
勤
務
体
制
を
訴

え
る
中
で
、
医
師
の
労
働
環
境
の

劣
悪
さ
は
、
多
く
の
人
の
知
る
と

こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。

　
行
政
訴
訟
で
は
勝
訴
し
ま
し
た

が
、
病
院
の
管
理
者
責
任
を
求
め

る
民
事
訴
訟
で
は
、
地
裁
、
高
裁
共

に
敗
訴
。
高
裁
判
決
の
破
棄
差
し

戻
し
と
安
全
配
慮
義
務
違
反
の
認

定
を
求
め
て
、
遺
族
は
最
高
裁
に

上
告
受
理
の
申
立
を
行
い
ま
し
た
。

受
理
さ
れ
る
の
は
ご
く
稀
で
あ
る

と
承
知
し
た
上
で
の
申
立
で
す
。

　
受
理
を
求
め
て
遺
族
が
全
力
を

尽
く
し
た
結
果
、
最
高
裁
は
異
例

の
和
解
勧
告
を
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
「
よ
り
良
い
医
療
を
実
現
す

る
」
た
め
に
、
司
法
が
そ
の
良
心
を

発
揮
し
た
も
の
と
考
え
ま
す
。
　

　
最
高
裁
の
重
い
扉
が
開
い
た
の

は
、
三
万
三
千
筆
を
越
え
る
署
名

や
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
作

戦
等
で
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆
様

の
お
か
げ
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
一
方
で
、
高
裁
判
決
の
破
棄
差

し
戻
し
に
至
ら
な
か
っ
た
の
は
、

私
ど
も「
支
援
す
る
会
」の
力
不
足

と
お
詫
び
致
し
ま
す
。
　

　
昨
年
の
日
本
医
師
会
に
よ
る
勤

務
医
の
健
康
調
査
で
も
、
過
労
か

ら
心
身
の
健
康
を
害
す
る
医
師
が

少
な
く
な
い
と
の
結
果
が
出
て
お

り
ま
す
。
医
師
も
、
病
院
も
、
国
民

に
よ
り
よ
い
医
療
を
提
供
す
る
た

め
に
は
、
ま
ず
医
師
自
身
の
健
康

を
守
る
こ
と
が
大
切
と
い
う
共
通

認
識
に
立
つ
べ
き
で
す
。

　
中
原
裁
判
が
終
結
し
て
も
、
医

師
不
足
、
医
師
の
過
重
労
働
が
た

だ
ち
に
解
決
す
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。長
年
、医
師
不
足
を
認
め

な
か
っ
た
国
が
、
よ
う
や
く
医
師

の
増
員
に
政
策
転
換
し
た
こ
と
は
、

社
会
的
成
果
の
一
つ
と
考
え
ま
す

が
、
一
連
の
運
動
や
裁
判
の
中
で

問
わ
れ
た
こ
と
の
多
く
が
課
題
と

し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
　

　
こ
の
和
解
が
、
日
本
の
医
療
が

変
わ
る
初
め
の
一
歩
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　｢

支
援
す
る
会｣

会
長  

守
月 

理

　
〇
今
後
の
予
定

　
〇
今
後
の
予
定

　
〇
今
後
の
予
定

　
〇
今
後
の
予
定

　
〇
今
後
の
予
定

　
所
期
の
役
割
を
終
え
た
当
会
は
、

十
月
に
総
会
及
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
、
十
一
月
に
最
終
会
報
発

行
、
年
内
に
会
計
処
理
を
終
え
て

解
散
す
る
予
定
で
す
。
総
会
詳
細

は
裏
面
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
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◆問い合せ先問い合せ先問い合せ先問い合せ先問い合せ先：東京都中央区新川
1-11-6 中原ビル「中原支援の
会」　TEL：090-6133-0090 　
FAX：03-3552-2888　ﾒｰﾙ：<nth-
naka@mth.biglobe.ne.jp>
◆ホームペホームペホームペホームペホームページージージージージ：
http://www5f.biglobe.ne.jp/
~nakahara/
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参加資格は「支援する会」会員
（会費をお支払いいただいた方）
限定。
お問い合わせは下記アドレスへ。
kuki@medical.email.ne.jp
◆役員役員役員役員役員
　会　長　　　守月　　理
　副会長　　　藤塚　主夫
　事務局長　　九鬼　伸夫
　会　計　　　高橋　克典
　会計監査　　郡司　　登
　幹　事　　　川島　道美
　　　　　　　岩岡　秀明
　　　　　　　天野　教之
　　　　　　　杉原　正子
　　　　　　　植木由紀子
　　　　　　　山崎ひろ子
              阿真  京子
　　　　　　　川井　　猛
　　　　　　　石井　誠之

　「
支
援
す
る
会
」
の
第
五
回
総

会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
左
記
の
要

領
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
中
原
裁
判

の
意
義
」
を
テ
ー
マ
に
、、
阿
真
京

子
（『
知
ろ
う
！
小
児
医
療 

守
ろ

う
！
子
ど
も
達
』
の
会
代
表
）、
川

人
博
（
弁
護
士
）
、
川
井
猛

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
：
司
会
兼
）

＝
以
上
敬
称
略=

他
の
方
々
を
シ

ン
ポ
ジ
ス
ト
に
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
詳
細
は
後
日
Ｈ
Ｐ
に
て
発
表
致

し
ま
す
。

　
日
時
：
十
月
十
六
日

日
時
：
十
月
十
六
日

日
時
：
十
月
十
六
日

日
時
：
十
月
十
六
日

日
時
：
十
月
十
六
日
（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

　
　
午
後
四
時
〜
六
時
半

　
　
午
後
四
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六
時
半

　
　
午
後
四
時
〜
六
時
半

　
　
午
後
四
時
〜
六
時
半

　
　
午
後
四
時
〜
六
時
半

　
会
場
：
銀
座
ラ
フ
ィ
ナ
ー
ト

会
場
：
銀
座
ラ
フ
ィ
ナ
ー
ト

会
場
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銀
座
ラ
フ
ィ
ナ
ー
ト

会
場
：
銀
座
ラ
フ
ィ
ナ
ー
ト

会
場
：
銀
座
ラ
フ
ィ
ナ
ー
ト

　
　
　
　
七
階

　
　
　
　
七
階

　
　
　
　
七
階

　
　
　
　
七
階

　
　
　
　
七
階
「
月
光
」

「
月
光
」

「
月
光
」

「
月
光
」

「
月
光
」

　
中
央
区
銀
座
一
―
二
六
―
一

　
都
営
浅
草
線
宝
町
駅
Ａ
１
番
出

口
か
ら
徒
歩
一
分
。

　
有
楽
町
線
銀
座
一
丁
目
駅
７
番

出
口
、
新
富
町
駅
２
番
出
口
か
ら

徒
歩
三
分
。

　
銀
座
線
京
橋
駅
２
番
出
口
か
ら

徒
歩
五
分
。

　
Ｊ
Ｒ
有
楽
町
駅
か
ら
徒
歩
十

分
。

　
東
京
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
五
分
。

(

平
成
21
年
2
月
〜
22
年
6
月)

・
平
成
二
一
年
二
月
二
一
日=

神

奈
川
県
医
師
会
勤
務
医
部
会

・
三
月
二
二
日=

山
梨
民
医
労
女

性
部
講
演
会

・
五
月
二
四
日=

岐
阜
県
小
児
科

医
会

・
六
月
二
七
日=

岩
手
「
働
く
者
の

健
康
を
考
え
る
集
い
」(

岩
教
組
）

・
七
月
一
一
日=

佐
久
総
合
病
院

労
働
組
合
執
行
委
員
会

・
九
月
一
〇
日=

浅
尾
慶
一
郎
議

員
勉
強
会

・
十
月
三
日=

庄
和
中
央
病
院
地

域
医
療
懇
談
会

・
十
月
一
七
日=

丹
波
医
療
再
生

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
十
一
月
一
三
日=

全
国
厚
生
連

医
療
研
究
会

・
十
一
月
二
九
日=

長
野
県
厚
生

連
婦
人
部

・
十
二
月
五
日=

「
こ
こ
ろ
の
カ

フ
ェ
き
ょ
う
と
」

・
十
二
月
一
〇
日=

鹿
児
島 

自
死

遺
族
パ
ネ
ル
展

・
平
成
二
二
年
一
月
二
〇
日=

「
明

日
の
日
本
の
医
療
を
考
え
る
」
セ

ミ
ナ
ー

・
二
月
三
日
・
一
五
日=

東
京
福

祉
大
学

・
三
月
一
九
日=

小
諸
厚
生
総
合

病
院
・
五
月
二
三
日=

「
長
野
県
い
の
ち

と
健
康
を
守
る
セ
ン
タ
ー
」
総
会

・
六
月
二
〇
日=

「
山
梨
県
小
児
科

を
守
る
会
」

　
電
話
〇
三
―
三
五
六
四
―
〇

八
八
八

　　
終
了
後
、午
後
七
時
〜
九
時
懇

親
会
を
同
七
階
「
日
光
」
で
開
催

い
た
し
ま
す
。会
費
は
五
千
円
で

す
。

　
多
く
の
皆
さ
ま
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。お
申
し
込
み

は
、
十
月
十
日
ま
で
に
、「
支
援

す
る
会
」宛
に
、メ
ー
ル
・
フ
ァ
ッ

ク
ス
・
は
が
き
で
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
宛
先
は
こ
の
ペ
ー
ジ
左
の「
支

援
す
る
会
・
案
内
」
欄
に
記
載
し

て
い
ま
す
。

　
今
年
は
サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
イ
ヤ
ー
で
す
。
サ
ッ
カ
ー

が
大
好
き
だ
っ
た
夫
・
利
郎
が
元

気
で
い
た
ら
大
躍
進
の
日
本
チ
ー

ム
に
惜
し
み
な
い
声
援
を
送
り
続

け
、
寝
不
足
の
日
々
だ
っ
た
ろ
う

と
思
い
ま
す
。「
日
韓
杯
を
観
な
け

れ
ば
死
ね
な
い
！
」
と
言
っ
て
い

た
彼
が
突
然
逝
っ
て
か
ら
十
一
年

経
ち
ま
し
た
。

　
亡
夫
の
書
き
遺
し
た
「
少
子
化

と
経
営
効
率
の
は
ざ
ま
で
」
を
世

に
伝
え
た
い
一
心
で
活
動
を
始
め
、

労
災
認
定
を
得
る
ま
で
に
八
年
か

か
り
ま
し
た
。
民
事
裁
判
の
結
果

に
納
得
で
き
ず
、
最
高
裁
判
所
に

上
告
受
理
申
立
を
し
て
か
ら
約
一

年
半
に
な
り
ま
す
。

　
今
年
の
春
に
な
っ
て
、
最
高
裁

判
所
か
ら
「
よ
り
良
い
日
本
の
医

療
を
実
現
す
る
た
め
の
和
解
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
の
勧
め
を

受
け
た
時
は
驚
き
ま
し
た
。
高
裁

判
決
の
破
棄
の
た
め
の
最
高
裁
判

所
の
上
告
受
理
こ
そ
が
私
の
求
め

て
い
た
も
の
で
あ
り
、
和
解
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
こ
と
は
一
度
も
な

か
っ
た
か
ら
で
す
。
夫
が
こ
の
場

に
い
た
ら
ど
う
判
断
す
る
だ
ろ
う

か
と
考
え
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
夫

が
最
後
に
書
き
遺
し
た
文
書
の
中

で
「
わ
が
病
院
」
と
表
現
し
て
い
た

佼
成
病
院
と
の
裁
判
を
、
こ
こ
で

終
結
さ
せ
よ
う
と
決
心
し
ま
し
た
。

こ
の
解
決
こ
そ
、
夫
が
命
を
か
け

て
訴
え
た
か
っ
た
日
本
の
小
児
医

療
改
善
、
医
療
崩
壊
阻
止
に
繋
が

る
と
信
じ
る
か
ら
で
す
。
過
度
な

対
立
は
望
ま
な
い
と
い
う
夫
の
生

き
方
に
添
う
結
論
を
、
皆
様
に
ご

理
解
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　
裁
判
所
で
夫
の
過
重
な
労
働
に

よ
る
労
災
が
認
め
ら
れ
た
よ
う
に
、

い
ま
の
日
本
の
た
く
さ
ん
の
医
療

者
は
、
い
つ
生
命
が
終
わ
っ
て
も

不
思
議
で
は
な
い
「
異
常
な
労
働

環
境
」
下
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
働
き

方
は
、
医
療
者
の
生
命
を
危
険
に

晒
す
と
同
時
に
、
患
者
の
生
命
と

安
全
を
脅
か
す
も
の
で
す
。
全
国

の
ど
こ
の
病
院
の
ど
の
科
の
医
師

が
、
い
ま
こ
の
瞬
間
、
死
の
瀬
戸
際

に
立
つ
危
機
的
状
況
で
あ
っ
て
も

不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
病
院

の
経
営
者
、
指
導
の
立
場
の
方
に

〇〇〇〇〇「「「「「いいいいいのののののちちちちち守守守守守るるるるる」」」」」ボールペン作戦報告ボールペン作戦報告ボールペン作戦報告ボールペン作戦報告ボールペン作戦報告（H22.6.30現在)
・入金総額…1,245,240円
・出金総額…1,236,286円(ボールペン製作費895,840円 印刷費・送料・広報費340,446円)
・残金…8,954円
・製作本数…12,400本のうち12,100本を配布、残り300本は総会で配布予定 （担当　植木担当　植木担当　植木担当　植木担当　植木     由紀子由紀子由紀子由紀子由紀子）

　この第6期残高と第7期収入も、今まで通り、会報発行、総会開催、のり子さんの活動費補助等のため
に有効活用し、ほぼ全額を使い切る予定です（余剰の場合は、過労死弁護団等に寄付予定）。これまでの、
皆様からの会費のご支援に、深く感謝申し上げます。　会計担当役員　高橋会計担当役員　高橋会計担当役員　高橋会計担当役員　高橋会計担当役員　高橋     克典克典克典克典克典

は
、
二
度
と
同
じ
不
幸
が
繰
り

返
さ
れ
な
い
よ
う
、
最
大
限
ご

配
慮
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
高
裁
判
所
に
は
、
毎
月

通
っ
て
、「
公
正
な
判
決
を
求
め

る
」
署
名
と
「
高
裁
判
決
に
異
議

あ
り
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

届
け
ま
し
た
。
裁
判
を
応
援
し

て
い
た
だ
い
た
皆
様
か
ら
は
約

三
万
三
千
筆
の
署
名
と
三
五

六
名
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
申
立
事
件
の
95
％
以
上

が
棄
却
さ
れ
る
最
高
裁
判
所

の
段
階
で
の
異
例
の
和
解
勧

告
に
至
り
ま
し
た
の
は
、
ひ

と
え
に
多
く
の
方
々
の
ご
支

援
の
お
か
げ
と
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
サ
ッ
カ
ー
の
楽
し

さ
と
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
の
醍
醐
味
を
教
え

て
く
れ
た
夫
で
し
た
。

以
前
の
よ
う
に
家
族

五
人
で
応
援
す
る
こ

と
は
叶
わ
な
く
な
り
ま
し
た

が
「
終
了
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
が

鳴
る
ま
で
、
諦
め
ず
に
プ

レ
ー
し
よ
う
」
と
い
う
亡
夫

の
言
葉
が
、
遺
さ
れ
た
家
族

の
合
言
葉
の
よ
う
に
響
き
合
っ

て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
裁
判
は
ひ
と
ま
ず

終
止
符
を
打
ち
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
、
こ
の
十
一
年
間
出
来

な
か
っ
た
母
へ
の
孝
行
と
、
小

児
医
療
の
現
場
で
頑
張
る
娘
の

生
活
支
援
を
し
な
が
ら
、
改
め

て
「
よ
り
良
い
日
本
の
医
療
を

実
現
す
る
た
め
」
に
活
動
し
よ

う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後

と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
平
成
二
十
二
年
七
月
八
日
　

　
　
　
　
　
　
　
中
原 

の
り
子

　
　

Noriko’s のり子のメッセージ　Message

収入摘要 入金 出金

前期繰越金 1,027,639

会費収入 1,457,620 施設利用料 支援する会施設使用料 62,064

利息収入 575 通信費 支援する会報送付切手代金 468,384

広報費 第9号・10号会報、封筒等印刷代 795,924

消耗品費 各種資料印刷・ｺﾋﾟｰ代、消耗品費 119,576

活動費 「いのち守る」ボールペン製作費 265,460

雑費 会費入金時手数料、交通費他 172,115

次期繰越金 602,311

2,485,834 2,485,834

支出摘要


